
[image: 宮子のページ 2004]


宮子のページ 2004

草野宮子



目次


  	＜＜　宮子のページ　＞＞２月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞３月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞４月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞５月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞５月２５日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞７月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞８月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞９月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞１０月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞１１月１日掲載

  	＜＜　宮子のページ　＞＞１２月１日掲載





  
    	表紙

    	扉

    	目次

    	本文

  





＜＜　宮子のページ　＞＞２月１日掲載







[image: pho1001]
四国旅行
１月４日～６日
　　　　 お友達と四国旅行に行きました。

[image: pho1002]
鳴門の渦 
　　 大潮だと、船がいる所の前に被う大渦が
　　 見えるということです。残念・・

[image: pho1003]
 桂浜 
　　　 坂本竜馬の銅像のすぐそばの海岸線
　　　 右隅に塵箱(?)が写っていたが、
　　　 「ペイント」で修正しています。
[image: pho1004]
楠の大木 
　　 神社のご神木とて大切にされている。 
　　　 樹齢は、3000年
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２月２１・２２日、写真クラブで、「蓼科」に撮影旅行にでかけました。
その時、写した写真を数点掲載しました。


[image: pho1011]

蓼科車山の雪景色
一面の銀世界。
樹木は、見られない。枯れ木のみ。




[image: pho1012]

車山のペンションの窓から 
雲間から差し込む光景は、天国への階段かも・・




[image: pho1014]
八ヶ岳中央農業実践大学校からの日の入り。
視野３６０度のパノラマで、すばらしいながめだった。


[image: pho1013]
　 横谷渓谷 
　　 滲み出した地下水が凍った氷滝。 
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今年の２月１４・１５日に、北陸旅行に高校の時の仲間と出かけました。
[image: pho1021]
高岡山瑞龍寺の望楼
加賀二代藩主前田利長公の菩提をとむらうため、三代藩主利常公によって建立された寺で国宝である。雪が２ｍくらい積もっていた。
[image: pho1022]
金沢　兼六園
有名なことじ灯篭に雪が積もっていなかったのは残念であったが、園内の唐崎松の雪つりは、北陸の風物詩であった。内橋亭でいただいた抹茶は、とてもおいしかった。

[image: pho1024]
金沢　長町武家屋敷跡　
雪が多いときは２メートル積もるということです。雪はほとんど解けていたが、雪囲いがしっとりした光景でした。

[image: pho1023]
氷見の海岸
今にも雪が降ってきそうな空。雲間からさしこむ光が印象的であった。晴れていたら富山湾の向こうに立山連峰が美しい姿を見せてくれるはずであった。
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今回は、「さくら」の写真を掲載します。
[image: pho1031]
東海市　大池公園　　３月２６日
池に垂れ下がっている「しだれ桜」は、まだ三分咲きで、苞が玉すだれの様であった。

[image: pho1032]
武豊町　野外教育センター　　４月２日
樹齢４５年の「しだれ桜」。この名古屋市野外教育センターは、今年一杯で閉鎖されるという。

[image: pho1033]
半田市　青山中裏　　４月４日
　青山中裏の土手に５０本くらいの「しだれ桜」が植えられいる。かわいいピンク色をしている。苞はいちだんとピンクが濃くきれい。

[image: pho1034]
武豊町　保健センター　　４月８日
　大きな桜の木が１０本くらい、毎年、きれいな花を咲かせている。保育園の入園式の日だったので、親子ずれが記念写真を撮っていた。
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今回は、「新緑」を掲載します。

[image: pho1001]
緑区大高町の８７番札所　長寿寺の 「ふたつばたご」 ４月２６日
「ふたつばたご」別名「なんじゃもんじゃ」とも言う。毎月一回、同級の友と知多四国八十八ヵ所遍路をしている。鐘楼門の横に大きな木があり、ふと見あげると、白い花が咲いていた。葉と花の隙間から青空がちらちらと顔をのぞかせ、逆光ですけた新緑がまばゆいばかりに輝いていた。
　遍路をしているといろいろな花や樹木に出会えて、心身共にリラックスできるのも楽しみのひとつである。

[image: pho1002]
東海市観音寺の大楠　３月２６日 
２２回目８６番札所観音寺は、儒学者細井平洲が幼少の頃勉学した寺である。この写真は、本堂の前にそびえ立つ大楠である。本堂は、たび重なる火災で消失し、昭和２８年に再建されたが、大楠は、７００年もの長きにわたって寺や村民の行く末を見守っている。

[image: pho1003]
我が家の柿　　5月1日
「桃・栗３年柿８年」いいうが、我が家の柿はすでに２０年以上になるのに、実はほんの少ししかならない。今は若葉がみずみずしいが６月になると虫がつくので消毒しないと実が付かないらしい。今年は、いくつなるか今から楽しみにしている。
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中国(上海・黄山)旅行の写真を掲載します。
[image: pho1010]
「中国・黄山」 (世界遺産)　１６年５月２８日
　黄山へは、上海から夜行列車で９時間くらいかかった。さらに、バスで黄山ロープウェイ乗り場まで１時間。１６００～１８００メートルの切り立つ峰々が連なる山岳風景。唐代の軒轅黄帝がこの山で、薬を練ったという言い伝えが由来となり、「黄山」と呼ばれるようになったという。刻々と姿を変える雲海、断崖絶壁の奇岩の割れ目から伸びる松、峰々を覆う霧と雲は、まさに実物大の山水画を見ているようだった。
[image: pho1012]
上海　１６年５月２７日 
　上海は、今や中国で一番エネルギッシュな未来都市。空港から時速４００～５００キロで走るリニヤモーターカーが８分で市街地へと人々を運んでいる。世界で３番目に高いテレビ塔の前にそびえる高層ビル。右端の`金茂ビル`からは、黄浦江両岸に立ち並ぶ高層ビル群が霧の中にかすんでいた。

[image: pho1011]
上海の夜景１６年５月２７日
昨年も上海に行ったが、夜景がうまく撮れなかったので、今年は、美しい夜景を撮りたいと願っていた。しかし、撮影時間が５分間しかなかった。三脚をセットすることができなってので、柵の上にデジカメを置き息をこらしてシャッターをきった。おとぎ話の中のお城のような光景がまぶたに焼きついた。


[image: pho1013]
中国・黄山　１６年月５日２９日
　５～６億年前は、海底であったが、その後の地殻変動により、地上に隆起し風化され、深い谷やそびえ立つ崖ができたという。この場所も足元は１００メートル位の深い谷底で、目がくらみそうだった。


[image: pho1015]
中国・黄山　１６年５月２９日
　黄山全体は、花崗岩・玄武岩などの火成岩からできているが、その固い岩の割れ目に松がしっかり根をはり、風雪にもめげず凛として立っている姿は、墨絵の世界であった。

[image: pho1014]
宏村の入り口１６年５月２９日 
　中国明の時代の一つの村が原型をとどめたまま、今でも１０００人近い人が生活している。村全体を上から見ると牛の形をしているという。村の中には「寺子屋」のような学校もあり、昔は、身分の高い人の男の子だけが学ぶことが出来たとのこと。


[image: pho1016]
宏村の中　１６年５月２９日
　石畳の狭い通路の脇には水路がはりめぐらされていて、朝は飲料水、昼は洗濯、夕は畑などに使う生活用水として利用されている。白壁と黒瓦で建てられた独特な建物が立ち並んでいた。今でも自給自足の生活をしているとのこと。水路で女のの人が洗濯をしているそばで子供が遊んでいた。５０年～６０年位前の日本でも、このような光景を見た記憶がある。
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「スイレン」「ハス」の写真を掲載します。[image: pho1020]
大府市　白は池 　１６年６月２６日
　知多新四国八十八ヶ所５番地蔵寺の近くにある「白は池」は、周囲が５～６００m位あるかなり大きなため池で、ちょうど知多中央道の大府パーキングエリアのすぐ東にあった。池には、木製の遊歩道があり、手ごろな散歩コースもある。写真教室の先生と先輩の三人で、写真を撮りに、朝９時頃出かけた。すでに先客が熱心に写真を写していた。池全体の1/5位は、赤と白と薄いピンクの睡蓮で覆われており、まるで、天の川の両岸で輝く星たちのようであった。
　睡蓮や蓮は、日の出と共に咲き始め、昼ごろには花のピークは過ぎてしまうので、写真を撮るには、出来るだけ
　早朝がよい。


[image: pho1021][image: pho1024]
「白は池」の中で、ひときわ美しい赤睡蓮は、さしずめ織姫(こと座の一等星ベガ)のように輝いていた。　
　白睡蓮は、花弁が赤の物より少なく、はなやかさは無いが、さしずめ牽牛星(わし座の一等星アルタイル)と言ったところ。

[image: pho1022][image: pho1023]
１６年７月５日
　２５回の知多新四国八十八ヶ所巡りを実施しました。しかし、「大府市のみどり公園の中の星な池で「蓮が見ごろ」という新聞情報を見て、予定していた７番・８番から離れて蓮を見に２番の極楽寺近くまで車を飛ばした。
　ピンクの花が池一面に咲き誇り、多くの人が散策や写真を撮っていた。池の中には人が歩けるように木製の散策路がはりめぐらせていて、近くで、蓮を見ることが出来るように配慮されていた。近くでみると、まさに、仏さまが座っているようだった。
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「花火」の写真を掲載します。

[image: pho1000]
武豊町豊石神社の祭礼の花火 　１６年７月１７日
毎年７月の第３土曜の夜には、豊石神社の夏祭りがある。子ども達にとっては夏休みの序曲である。この夜祭りは、堤燈で飾った山車の正面上段で、竹を輪切りした二本の仕掛け花火が夏の夜空に火をふきながら、若衆によって、大きく振り回わされる奇祭である。この祭りは、衣浦湾に住む龍神の一人娘、お龍の悲しい恋物語である。
　この日は、夕方からどしゃぶりの雨が降っており、花火は危ぶまれが決行された。しかし、山車の上から二本の花火が火を噴いた直後「ドカーン」という音がした。何が起きたのかよく分からなかったが、しばらくして「事故が起きたので以後のの花火は中止します。」という場内アナウンスがあった。
　翌日の新聞で、６人が火傷をおったとことを知った。花火は、夏の夜空を彩る叙情詩でもあるが一歩間違うと人の命をうばうことを忘れてはならない。


[image: pho1001][image: pho1002]
　豊石神社の神殿の前に長い線が張られ、一斉に点火された。いわゆる「ナイナガラの瀑布」である。この花火は、点火された後、詰められた火薬の種類によって色が次々に変り、滝を流れ落ちる水の様子をよく表現していた。地面に溜まった雨水に花火が映り幻想的であった。
[image: pho1003]



常滑まつりの初日は、打ち上げ花火の競演で盛り上がった。写真クラブの仲間と多屋の海岸から花火をねらった。残念なことに南から風が吹いており、煙が花火の前へ流れて来た。しかし、空一面に広がる大くらげは見事であった。


[image: pho1004]
常滑まつり 　１６年８月２１日(土)
　花火が上がる西方には、まもなく開港される新国際空港のターミナルビルが聳え立っていた。１９時から２０時まで約６００本の花火が次々に打ち上げられ、夜空を焦がしていた。タマちゃんのような新作の珍しい花火もたくさん打ち上げられた。砂浜では多くの人がバーベキューをしながら、花火を楽しんでいた。
(カメラは、全てオリンパスのデジタルカメラを使用) 
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「オオオニバス・月下美人」の写真を掲載します。

[image: pho1010]
東浦町於大公園 　　　パラグアイオニバス 　１６年８月２８日
東浦町の役場の西に於大公園がある。於大の方は徳川家康の生母であるが、離縁され、家康がまだ小さい頃実家に戻された。その実家(水野家)である立派な菩提寺(乾坤院)が公園に隣接して建立している。
　公園内にある池には、三種類のオニバスとスイレンが、毎年７～９月にかけてきれいな花を咲かせ、甘い香りをあたり一面に撒き散らしている。
　この写真は、パラグアイオニバスという南米産で、夕方４時ごろから咲き始め、一日目は花びらが白いが、二日目はピンク色に変り、三日目には水中に沈んでしまうという。葉は、花から茎に引っ張られるように、水面に浮いており、風が吹くとゆらゆらと水面を動く。直径は、１メートル位あり、その縁が１０センチ位反り立っているのが特徴である。10ｋgくらいの幼児ならば、この葉の上に乗ることができるという。
　来年は、一日目の花を、是非写真に撮りたいと思っている。


[image: pho1011]
　同じ於大公園の池の中央付近に西洋のスイレンが咲いていた。赤と赤紫色で、日本のスイレンと比べて小型である。
[image: pho1012]
　オニバスの池の周りは柵で囲まれているが、歩道があり、池を一周できる。屋根付きの休憩小屋もあり、シーズンには見学者や写真を撮る人も多く訪れる。小屋の側にオニバスに関するパネルがある。

[image: pho1013][image: pho1014]
月下美人 　１６年９月１日
　我が家には、「月下美人」の鉢が三つある。同じ株から取ったので、同じ遺伝子を持っている。満月近くの日に咲く。(友だちの所に嫁入りした月下美人もほとんど同じ日に咲いている。)　この日は、三鉢とも花を咲かせた。
　全部で１０個咲き見事だった。月下美人は南方系なので、冬(１２月～３月)は室内に入れて、霜にあてないこと、水をやり過ぎないことを守れば、意外と育てるのは楽である。
　葉のくぼみから花芽や新しい葉が出る。出始めの頃は花芽なのか幼葉なのかよく分からないが、日がたつにつれて、花芽はふくらんでくる。花芽がついて３週間位たつと蕾が頭をぐっともちあげてくる。こうなると後１週間位で開花する。開花は夕方５時頃蕾の先が割れ始める。その後、刻一刻と蕾が開き始め、午後９時～１１時にピークを迎え、その以降、どんどんしぼんでいく。朝、見に行くと、だらしなくたれさがっている。
　美人薄命とは、この花から発信された言葉なのだろうか？
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「武豊ふれあい山車まつり」の写真を掲載します。

[image: pho1000]
１６年１０月１１日
　台風２２号接近のため１日順延された「第３回ふれあい武豊山車まつり」が、１０月１０日衣浦小学校のグランドに、町内の１１台山車が一堂に集まり盛大に行われた。
　この山車まつりは、平成６年に合併４０周年を記念し第１回が開催され、５年毎の開催で今年は合併５０年で３回目を迎えた。
　この日は、台風一過の雲一つない晴天に恵まれ、グランドいっぱいの人々で賑やかに行われた。
　午前１１時頃から、次々に会場に引き込まれ、からくり実演・人間三番叟・武豊小和太鼓演奏・衣浦小マーチングバンド演奏・ふれあい踊りなどが繰り広げられた。


[image: pho1003]
小学生男子による三番叟は、からくり人形のような動きを人間が演じ、なかなかユーモラスでした。
　　後ろで曲を演奏する「おはやし」も子ども達で、文化財が継承されいうことは喜ばしいことです。


[image: pho1004]
　東大高地区の「知里付車」の台車彫刻です。この彫刻は町指定文化財に指定されています。知里付神社は、天保五年(1834年)には、すでに山車を所有していたというとです。他の山車と違い、一台だけ「黒漆塗り」で塗装され、金箔の彫刻が施されています。


[image: pho1001]
グランドの周りにはたくさんのテントが並び、山車を見に来た人々が、いろいろなゲームをしたり、団子やアイスを食べたりして、お祭り気分を盛り上げていました。
　私も入っているボランティアクループ「食改」では、この日、１２００食の豚汁を無料で振る舞った。前日から準備して作った豚汁は、とてもおいしく、１時間ぐらいで品切れとなってしまった。


[image: pho1002]
　午後四時、提灯の灯りを準備、五時、山車が退場し始めました。冨貴地区の山車は、衣小を出てから、５００メートルぐらい南の四つ文字の交差点に山車が集まり、１時間ほど笛や太鼓でにぎやかにはやしたて、５年後の再会を約束していた。
　多くの見物人は、火の入った提灯で美しく飾られた山車をいつまでも眺めていた。
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「京都・紅葉」の写真を掲載します。

[image: pho1014]
１６年１１月２２日
小春日和に恵まれたこの日は、ウィークデーにもかかわらず、京都の町は、紅葉を楽しむ観光客でごったがえしていた。
　武豊を午前８時に出発。名神高速をひたすら走り、京都に着いたのは、１１時半。南禅寺山門前の「順正」で、美しく手入れされた日本庭園を鑑賞しながらいただいた豆腐料理は、「日本人に生まれてよかった・・・・」と幸せな気持ちにさせてくれた。
　午後は、永観堂と南禅寺の見学の予定であった。永観堂のすばらしい紅葉に感激し、写真を撮っているうちに、残り時間が３０分位になってしまい、南禅寺は、駆け足で通り過ぎただけだった。
　この写真は、永観堂の庭を彩る錦絵のような光景にしばらく歩を止め、その美しさにほれぼれして写した一枚である。
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　真っ赤に色づいたもみじが池を赤く染め、水面を鴨の群れがスイスイと泳いでいた。なんとも平和な光景であった。
　池を半周したあたりに逆光をあびて池に黒く映った木々の影の中を鴨がスイーと横切った時に出来た波形の乱れも見ごたえがあった。
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　永観堂の宝物塔は、山腹に建立されており、京都市街（嵐山・京都タワー・御所などなど）が一望でき、すばらしい眺めであった。階段を登っていた途中、燃えるような紅葉の中に、黄葉した葉が逆光にすかされて一段と輝いていた。

[image: pho1011]
　集合時刻を気にしながら急ぎ足で庭を通り過ぎようとしたとき、急に目の前がパッと明るくなり、緑のじゅうたんの上に銀杏の葉が散りばめられた、みごとな光景が目の前に飛び込んできた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　もう少し時間があったら、色々なアングルから写して見たかった。
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　樹齢が三百年は、ゆうに越していると思われる銀杏の樹がキャンバスを黄一色に埋め尽くした。この世とあの世を結ぶ橋のようにも見えた。
　また、京都に来る機会があったら、こんどは、南禅寺を先にゆっくりと散策し、もう一度、永観堂の紅葉した木々や庭にも再会したいと思う。
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